
新

村 町お
こ

こ
し
運動し

お
～開かれた老人クラブ活動と
　　　　　豊かな地域社会づくりをめざして～

　7月28日の大雨災害で
被害のあった山口市阿東、
萩市須佐に８月９日山口県
老人クラブ松尾会長及び
事務局長が訪問し、お見舞
申し上げ被災地の一日も
早い復興を願っているこ
とを伝えました。

山口県老人クラブ連合会〔きららシニア山口〕財団
法人
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きららシニア山口「善意の寄付」
　高齢者の生活を豊かにする楽しい活動や地域を豊かにする社会活動に取組んでいる
本会の事業推進のため御寄付をいただきました。

住  所　山口市
氏  名　澤村　有利生  様
金  額　100,000 円

御厚意に対し厚くお礼申し上げます。

寄 贈 者



　
  

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
新
役
員
執
行
部
の
抱
負

　
５
月
31
日
、
理
事
会
、
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
副
会
長
、
女
性
委
員
会
委
員
長
の
御
挨
拶
と
抱
負
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
新
役
員
の
も
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
全
体
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

副会長　熊谷　幸一
（下松市老人クラブ連合会）

女性委員会委員長　中村　美子
（周防大島町老人クラブ連合会）

副会長　西川　三代子
（宇部市老人クラブ連合会）

　此の度副会長に御指命を頂き
身の引き締まる思いで一杯で
す。微力ながら少しでもお役に
立ちたい決意で有ります。御協
力の程宜しくお願い申し上げま
す。私達は生甲斐をもって今迄
培って来た能力や経験を活かし
てクラブ活動を活性化し、伸び
ゆく町づくりに貢献し夢と希望
を以て楽しく活動出来るクラブ
づくりに取組んで参ります。

　平成５年に設立した全老連女
性委員会は、20 周年を迎えるこ
とから、これを記念して、山口
県老連は、女性部を女性委員会と
して活動することになりました。
　平成 25 年度より新たに女性委
員長として大任を仰せつかり、改
めて重責を感じている次第です。
　そこには、県老連及び市町老連
女性委員の深い御理解と御協力が
なければ成り立ちません。心を開
いて固い絆を結び合い、広く充
実した活動を深めましょう。

　副会長三期目の再任を頂き新
たなる気持で取り組まねばと心
しております。楽しいクラブ活
動で生涯現役社会を目指し、今、
我々役員がどうあるべきなのか
原点に戻り、しっかり地につい
た指導をなすべきか勉強のし直
しをする時期でもあるのではな
いかと考えます。これから皆で
切磋琢磨で乗り切らねばと思っ
ております。今後共よろしくお
願い申し上げます。

副会長　石川　啓
（学識経験者）

　老人クラブは、創設以来半世
紀にわたって、仲間づくりと高
齢社会の福祉の増進を目標に活
動の歴史を刻んで参りました。
稀に見る高齢社会を迎えている
今日、老人クラブの果たす役割
は益々大きくなっています。創
設の目標の原点に立ち戻って、
老人クラブ活動の充実に最善を
尽くそうと思っています。

会長　松尾　英治
（学識経験者）

　今年は老人福祉法が施行されて 50 周年にあ
たる記念すべき年であります。御承知のとおり、
国においては消費税率の引上げと社会補償制度
の全般について議論の最中であり、大きな局面
を迎えております。山口県老人クラブ連合会も
新しい法人組織（一般財団法人）に移行手続中
であり、今年 11 月末には新法人に移行する予
定であります。又この時期にあたり高齢者地域
活動（老人クラブ活動）活性他検討委員会を設
置して急速に進む高齢社会の中で新しい時代に
対応した老人クラブ活動を進める必要があると
考えます。又 2015 年に山口県で開催されます

「ねんりんピック」についても会員総参加のも
とで頑張って参りたいと考えております。どう
か今後とも御支援御協力の程よろしくお願い申
し上げ就任のあいさつと致します。
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財団法人 山口県老人クラブ連合会

任期　自　平成 25 年７月  １日
　　　至　平成 27 年６月 30 日

役　　職 氏　　名 県・市町老連等役職

顧　　問 藤　谷　芳　久 前県老連会長

会　　長 松　尾　英　治 学識経験者

副 会 長 西　川　三代子 宇部市老連会長

〃 熊　谷　幸　一 下松市老連会長

〃 石　川　　　啓 学識経験者

常務理事 伊　達　　　巧 学識経験者

理　　事 西　本　純　雄 下関市老連会長

〃 平　田　　　武 山陽小野田市老連会長

〃 岡　本　利　行 防府市老連会長

〃 原　田　邦　昭 周南市老連会長

〃 中　村　美　子 県老連女性委員会委員長

相 談 役 岡　本　　　斌 前県老連副会長

【新】監　　事

【新】役　　員

任期　自　平成 25 年７月  １日
　　　至　平成 27 年６月 30 日

役　　職 氏　　名 県・市町老連等役職

監　　事 茂　刈　接　佐 阿武町老連会長

〃 中　村　　　守 学識経験者
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●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　
・
南　
　
麗
子
（
萩
市
）

●
個
人
の
部　

　
・
白
築
シ
ス
エ
（
下
関
市
）

　
・
山
本
ミ
チ
ヨ
（
周
防
大
島
町
）

　
・
野
村　
靖
幸
（
山
口
市
）

　
・
國
光
日
出
生
（
山
口
市
）

　
・
成
田
千
絵
子
（
山
口
市
）

　
・
福
田　
隆
登
（
光
市
）

●
育
成
功
労
表
彰

　
・
平
田　
武
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
玉
一　
忠
義
（
萩
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
・
宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
会
長　
西
川
三
代
子

●
仲
間
づ
く
り
活
動
部
門

　
・
防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　
・
周
南
市
下
菊
寿
会
連
合
会

●
特
別
功
労

　
・
赤
星　
公
平
（
周
南
市
）

●
一
般
功
労

　
・
坂
田　
正
視
（
宇
部
市
）

　
・
篠
川
富
美
枝
（
宇
部
市
）

　
・
髙
﨑　
正
之
（
宇
部
市
）

　
・

井　
芳
孝
（
宇
部
市
）

　
・
松
尾　
　
豊
（
宇
部
市
）

　
・
平
川　
玉
代
（
宇
部
市
）

　
・
石
津　
常
子
（
山
口
市
）

　
・
糸
稲　
和
之
（
山
口
市
）

　
・
黒
川　
　
昇
（
山
口
市
）

　
・
品
川　
政
治
（
山
口
市
）

　
・
橘　
　
眞
文
（
山
口
市
）

　
・
秦　
　
昭
治
（
山
口
市
）

　
・
三
戸　
松
男
（
山
口
市
）

　
・
熊
谷　
幸
一
（
下
松
市
）

　
・
玉
井
冨
二
枝
（
下
松
市
）

　
・
藤
井　
博
孜
（
下
松
市
）

　
・
藤
田　
　
忠
（
下
松
市
）

　
・
酒
井　
精
一
（
岩
国
市
）

　
・
中
本　
　
薫
（
岩
国
市
）

平
成
25
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰

平
成
25
年
度

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰

平
成
25
年
度

や
ま
ぐ
ち
生
涯
現
役

社
会
づ
く
り
章

第
63
回

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

県
知
事
表
彰

２
０
１
３　

活
動
賞

　
・
手
嶋　
眞
二
（
下
関
市
）

　
・
櫛
﨑
ア
ツ
子
（
周
南
市
）

●
団
体
の
部　

　
・
石
が
口
桑
松
会

　
　
　
（
防
府
市
）

　
・
ふ
る
さ
と
運
動
部
会

　
　
　
（
宇
部
市
）

　
・
唐　
花　
会
（
岩
国
市
）

　
・
さ
つ
き
演
芸
の
会

　
　
　
（
山
口
市
）

　
・
東
陽
ク
ラ
ブ
（
下
松
市
）

　
・
シ
ニ
ア
Ｊ
Ｒ
倶
楽
部

　
　
　
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
ほ
ほ
え
み
（
下
関
市
）

　
・
多
世
代
交
流
サ
ロ
ン

　
　
　
み
ほ
り「
じ
ゃ
が
い
も
」

　
　
　
（
山
口
市
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

き
ら
ら
シ
ニ
ア
山
口
　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
・
藤
廣　
　
照
（
岩
国
市
）

　
・
藤
本　
　
功
（
岩
国
市
）

　
・
桝
中　
直
輔
（
岩
国
市
）

　
・
兼
清　
慎
一
（
光
市
）

　
・
澁
谷　
行
照
（
光
市
）

　
・
五
百
木
幸
生
（
周
南
市
）

　
・
木
村　
克
久
（
周
南
市
）

　
・
中
村　
　
潔
（
周
南
市
）

　
・
萩
原
美
津
枝
（
周
南
市
）

　
・
弘
中　
　
壽
（
周
南
市
）

　
・
藤
井　
正
子
（
周
南
市
）

　
・
山
本　
義
道
（
周
南
市
）

　
・
角
村　
　
渡
（
周
防
大
島
町
）

　
・
金
本　
久
雄
（
周
防
大
島
町
）

　
・
中
原　
木
一
（
周
防
大
島
町
）

　
・
中
村　
美
子
（
周
防
大
島
町
）

　
・
藤
井　
　

（
周
防
大
島
町
）

　
・
吉
田　
弘
志
（
周
防
大
島
町
）

　
・
反
納　
昭
明
（
田
布
施
町
）

　
・
永
田　
晃
博
（
田
布
施
町
）

　
・
野
地
恵
美
子
（
田
布
施
町
）

　
・
近
藤　
通
子
（
阿
武
町
）

　
・
舟
戸　
正
人
（
阿
武
町
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
・
中
村
町
寿
会
（
光
市
）
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老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
に
向
け
て

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
事
務
局
長　

澤 

村
　
有 

利 

生

　

今
日
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、
３
０
０
０
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
均
余
命
は
、
65
歳
の

時
に
男
性
は
約
19
年
、
女
性
は
約
24
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
い
将
来
、
日
本
に
お
け
る
高
齢
社
会
は
、
御
輿

型
か
ら
騎
馬
戦
型
、肩
車
型
へ
と
高
齢
者
を
支
え
る
人
々

が
減
少
す
る
と
い
う
構
造
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昔
は
隠
居
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

人
生
の
１／
４
を
高
齢
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
り
、

高
齢
期
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
様
、
生
涯
現
役
の

取
組
、
活
動
は
、
後
に
続
く
者
の
道
標
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
働
き
は
、
収
入
を
得
る
た
め
だ
け
の
労
働

で
は
な
く
、
世
の
た
め
人
の
た
め
、
周
り
に
い
る
人
々

を
喜
ば
す
働
き
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

働
く
と
は
、「
傍は
た

」
を｢

楽ら
く

に
す
る｣

た
め
に
、
人
が

動
く
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
生
涯

現
役
で
、
今
日
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
自
ら
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
、『
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
』
の
実
現
に
向
け
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
活
動
、
様
々
な
趣
味
の
生
き

が
い
活
動
、
高
齢
者
が
相
互
に
支
え
合
う
友
愛
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
交
流
活
動
、
高
齢
者
な
ら
で

は
の
伝
承
活
動
、
美
化
活
動
な
ど
地
域
を
豊
に
す
る
社

会
貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
大
型
台
風
な
ど
の
災
害
に

よ
り
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え

合
い
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
は
、
①
地
域
に
新
し
い
仲

間
が
で
き
る
。
②
健
康
の
保
持
・
増
進
に
な
る
。
③
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
新
し
い
能
力
の
発
揮
が
で
き
る
。

④
社
会
活
動
へ
の
参
画
と
貢
献
が
で
き
る
。
⑤
心
の
安

ら
ぎ
、
充
実
感
が
得
ら
れ
る
。
に
集
約
さ
れ
、
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
入
会
で
、あ
な
た
の
人
生
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

　

会
員
の
声
と
し
て
は
、『
頼
り
に
さ
れ
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
』『
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
』『
地
域

の
同
級
会
の
よ
う
で
す
』『
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と

は
幸
せ
で
す
』『
生
き
が
い
を
創
出
し
、
笑
顔
に
し
て

く
れ
る
』
と
様
々
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
周
り
の
人
や
地

域
の
た
め
に
、
同
じ
世
代
の
仲
間
と
共
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
『
た
め
に
』
な
る
活
動
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、
い

き
い
き
と
し
た
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
サ
ミ
エ
ル・ウ
ル
マ
ン
の「
青
春
」と
い
う
詩
の
中
に
、

「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言
う
の
で
は
な
く
心

の
様
相
を
言
う
の
だ
。」

「
年
を
重
ね
た
だ
け
で

人
は
老
い
な
い
。
理
想

を
失
う
時
に
初
め
て

老
い
が
く
る
。」「
情
熱

を
失
う
時
に
精
神
は

し
ぼ
む
。」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

思
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
生
涯
現
役
と
し

て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

取
組
み
を
広
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
発
信
し
、

　
　
　
　
　
仲
間
づ
く
り
を
進
め
よ
う
！

0
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関
市

宇
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山
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萩
市

防
府
市

下
松
市

岩
国
市

光
市

柳
井
市

美
祢
市

周
南
市

山
陽
小

野
田
市

周
　防

大
島
町

和
木
町

上
関
町

田
布
施
町

平
生
町

阿
武
町

長
門
市

7,832

6,043

10,707

5,294 5,556

2,078

4,335

2,380 2,043 1,780

6,619

2,963

4,876

563 386
1,069

679
312

8,449

■平成 25年度会員数
■平成 30年度目標会員数

山口県老人クラブ連合会　会員増強運動　数値目標（会員数）
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
に
参
加
し
て

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
小
郡
支
部

総
務
企
画
部
長　

中 

村 

　
勝 

一

　

６
月
27
日
〜
28
日

に
亘
り
、
参
加
者

２
８
８
名
の
出
席
で

標
記
の
大
会
が
島
根

県
松
江
市
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

島
根
県
知
事
、
松
江

市
長
の
歓
迎
の
挨
拶

の
後
、
全
老
連
斎
藤

事
務
局
長
よ
り
「
活

性
化
計
画
の
総
括
と

今
後
に
向
け
て
」
の
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

の
将
来
人
口
推
計
は
減
少
し
、
平
成
52
年
ご
ろ
は
65
歳

以
上
は
４
千
万
人
近
く
な
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
介

護
利
用
者
が
多
く
な
る
。
そ
の
状
況
下
で
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
ク
ラ
ブ
数
は
21
年
度
よ
り
24
年
度
の

間
に
７
０
０
０
減
少
、
会
員
数
が
約
70
万
人
減
少
し
て

い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
い
か
に
進
め
る
か
。

そ
れ
は
、健
康
づ
く
り
、介
護
予
防
活
動
、若
手
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
、
活
用
に
よ
っ
て
会
員
加
入
増
を
図
る
。
そ
し

て
関
係
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
高
齢
者
見
守
り

活
動
を
活
発
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
次
に
分
科
会
に
分
か
れ
て
研
修
会
が

行
わ
れ
、「
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進
」
の
テ
ー
マ

に
お
い
て
県
老
連
を
代
表
し
高
齢
者
見
守
り
活
動
の
経

緯
と
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
特
に
対
象
者
の
選

出
、
記
録
、
友
愛
訪
問
活
動
の
注
意
点
を
説
明
し
、
戸

別
訪
問
の
有
効
性
、
す
な
わ
ち
早
期
発
見
、
孤
立
軽
減
、

情
報
提
供
を
お
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
と
な

り
、
山
口
県
に
向
け
て
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

対
象
者
の
選
出
方

法
、記
録
の
仕
方
、

そ
の
有
効
性
、そ

し
て
対
象
者
は
老

人
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
い
る
方
に
限

る
か
等
あ
り
ま
し

た
が
時
間
が
少
な

く
て
残
念
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら

有
意
義
な
研
修
会

で
あ
っ
た
こ
と

を
報
告
い
た
し

ま
す
。
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老人クラブ活動紹介

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

元
気
袋
送
付

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
早
２
年
半
以
上
た
ち

ま
す
。

　

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
委
員
会
で
は
復
興

に
向
け
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
「
元
気
袋
」
を
２
０
０
セ
ッ
ト

送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

家
庭
や
地
域
の
中
で
高
齢
者
と
子

ど
も
た
ち
が
関
わ
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
中
、
岩
畠
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
地
域
の
子
ど
も
達
と
三
世
代
交

流
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
40
名
を
超
え
会
場
は
元

気
な
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

貼
り
絵
の
壁
掛
け
作
り
に
一
生
懸

命
頑
張
る
こ
ど
も
達
、
そ
れ
を
指
導

す
る
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
と
も
に
楽

し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
子

供
は
み
ん
な
で

育
て
よ
う
」
と

岩
畠
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
子
ど

も
と
の
交
流

は
も
ち
ろ
ん
、

お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
達
と
の

交
流
も
深
め
て

い
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り  

子
育
て
応
援
隊　
岩
畠
老
人
ク
ラ
ブ
（
防
府
市
）
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４月６日 第２回 お花見
参加者 30 名

６月９日 第２回 輪投げ玉入れ、
花札合せ、ヨガ教室

９月22日 ふれあいバザー、
物品は町内会と会員の
方から出して頂いて、
売上はサロン運営資金
や東日本大震災への寄
付などに充てている。

包丁研ぎ、
喫茶コーナー（無料）

　 11月 皆で、カレーを食べよう会
（寒い時期になるため）

　

中
村
町
寿
会
（
会
長　

宮
崎

勝
次
郎
）
は
会
員
85
名
に
て
構

成
し
浅
江
地
区
で
は
比
較
的
大

き
な
ク
ラ
ブ
で
町
内
全
世
帯
は

２
３
０
戸
で
す
。
活
動
の
活
性

化
の
一
つ
と
し
て
平
成
22
年
11

月
に
女
性
部
主
催
の
サ
ロ
ン

（
頑
婆
朗
会
）
ガ
ン
バ
ロ
ウ
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
頑
婆
朗
会
は
主
に
独
居
の
人

達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し

た
女
性
会
員
58
名
の
サ
ロ
ン
で

す
。

　
活
動
場
所
は
自
治
会
館
、
活

動
時
間
は
３
時
間
く
ら
い
で
、

担
い
手
は
役
員
８
〜
10
名
で
サ

ロ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
参
加
者
全
員
で
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
弁
当

を
食
べ
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
内
容
と

し
て
は
（
玉
入
れ
、
輪
投
げ
、

ヨ
ガ
教
室
、
ト
ラ
ン
プ
、
牛
乳

パ
ッ
ク
で
の
物
造
り
、
花
札
合

せ
）
な
ど
で
す
が
、
花
札
合
せ

が
特
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

●活動開始年月日／平成24年11月10日
●参加場所／光市　中村町自治会館
●参 加 費／500円
●サロン会員数／女性58名
●活 動 日／別に定めていません
　　　　　　（クラブニュース便で、
　　　　　　お知らせ致します）
　　　　　　年５〜６回予定
●活動時間／11時〜14時（３時間）
●主な担い手／８〜10名
●代 表 者／棟近綾子

中村町寿会
（頑婆朗会）

サロン紹介

平成 25 年３月 23 日
中村町寿会

　お知らせ　

中村町寿会女性部サロンの

開催について（第二回）

　第二回の中村町寿会女性部主催のサロン会を、下記

の通り計画しましたので、沢山の方の参加をお待ちし

ております。
記

◆と　き　平成25年４月６日（土）11時〜14時まで

◆ところ　中村町二区広場（雨天の場合は自治会館）

◆会　費　500円

◆申し込みについて　各班の班長に申し込んでください。

　　　　　　　　　  締め切り　３月31日（日）

★今回は、広場でのお花見を計画しました。豚汁のサー

ビスもあります。輪投げや玉入れなどのゲームも計

画しています。景品もあります。青空の下で、一日

楽しく遊びましょう。

◎サロンの名称を『頑婆朗会』［ガンバロウ会］

と考えてみました。如何でしょうか？（年をとっても、

楽しく明るく元気に頑張る女性の意）
女性部長　棟近　綾子　

活　動　内　容

25年度の行事
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「
社
会
奉
仕
の
日
」

  
取
組
に
つ
い
て

　
昭
和
61
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
社
会
奉
仕
の
日
」は
、「
老
人
の
日
・

老
人
週
間
」（
９
月
15
日
〜
21
日
）内
に
、老
人
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
方
の
参
加
の

も
と
に
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
、地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活
力
を
広

く
示
そ
う
と
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）を
設
定
し
、美
化

活
動
、環
境
に
や
さ
し
い
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
山
口
県
も
老
人
週
間
を
契
機
に
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」を
実
施
し
ま

し
た
。奉
仕
の
日
に
あ
た
り
、県
知
事
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、県
老
連
会
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
合
わ
せ
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、
新

「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
を
は
じ
め
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
す
る
相
互
支
援
活

動
や
児
童
の
見
守
り
な
ど
、
様
々
な
取
組
を

通
じ
て
地
域
福
祉
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化

に
格
別
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
が
本
格
的
な
少
子
高
齢
社

会
を
迎
え
る
中
、
本
県
で
は
平
成
27
年
に

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な

る
、
全
国
で
も
有
数
の
超
高
齢
社
会
の
到
来

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
山
口
県
の
一
番
の
財
産
、
宝
は
、

皆
様
方
の
よ
う
な
豊
か
な
人
生
経
験
や
知

識
・
技
能
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
「
人
財
」
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
超
高
齢
社
会
に
あ
っ

て
は
、
シ
ニ
ア
の
皆
様
が
様
々
な
分
野
で
い

き
い
き
と
活
躍
さ
れ
、
地
域
を
支
え
て
い
た

だ
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
私
は
、「
人
財
力
の
育
成
」

を
県
づ
く
り
の
基
本
的
方
向
で
あ
る
「
５
つ

の
全
力
」
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
、
シ
ニ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
や
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
社

会
貢
献
活
動
支
援
、
健
康
福
祉
祭
の
開
催
に

よ
る
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
振

興
な
ど
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
高
齢
者
の

方
々
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の

社
会
活
動
の
中
核
的
団
体
で
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
様
方
が
、
毎
年
９
月
20
日
を
「
社
会

　
昭
和
61
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
社

会
奉
仕
の
日
」
は
、「
老
人
の
日・老
人
週
間
」

（
９
月
15
日
〜
21
日
）
内
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
皆
様
方
の
参
加
の
も
と
に
地
域
社
会
に

対
す
る
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
地
域

の
担
い
手
と
し
て
の
活
力
を
広
く
示
そ
う
と

全
国
一
斉
に
取
組
む
も
の
で
、
今
年
度
は
28

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
、
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し

運
動
」
の
５
つ
の
柱
で
あ
る
「
健
康
な
心
と

か
ら
だ
を
つ
く
る
運
動
の
実
践
」「
仲
間
づ

く
り
活
動
の
実
践
」「
地
域
づ
く
り
参
加
活

動
の
実
践
」「
生
産
活
動
の
実
践
」「
協
働
と

連
携
」の
シ
ン
ボ
ル
的
な
実
践
活
動
と
し
て
、

単
位
ク
ラ
ブ
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
体
と
な
り
、
県
内
全
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
参
加
の
も
と
で
、
次
代
に
よ
い
環
境
を

残
す
た
め
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
我
々
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
誰
も
が
健

康
で
、
安
心
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活

を
送
る
こ
と
の
で
き
る
活
力
あ
る
長
寿
社
会

を
築
く
こ
と
を
目
指
し
、「
生
涯
現
役
社
会

づ
く
り
」
の
実
践
を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
本
活
動
の
取
組
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様

が
御
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
25
年
９
月
20
日

　
　
財
団
法
人　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
〔
き
ら
ら
シ
ニ
ア
山
口
〕

　
　
　
　
　
　
会 

長　
松 

尾 

英 

治

　
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
県
老
連
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

〜
き
れ
い
な
地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ
〜
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奉
仕
の
日
」
と
し
て
、
県
内
一
斉
の
環
境
美

化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と

は
誠
に
心
強
く
、
本
日
の
自
主
的
、
主
体
的

な
活
動
が
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
年
後
の
平
成
27
年
10
月
に
本
県

で
開
催
す
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
い
わ
ゆ

る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
、
市

町
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
シ
ニ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
や
文
化
伝
承
活
動
へ
の
支

援
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
に
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
か
皆

様
方
に
は
各
種
競
技
や
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
、
御
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
貴
ク
ラ
ブ
及
び
皆
様
方
の
今

後
益
々
の
御
発
展
と
御
健
勝
・
御
活
躍
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
激
励
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
９
月
20
日

　
　
山
口
県
知
事　
山 

本 

繁 

太 

郎

周南市
老連

防府市
老連

山口市
老連

華浦地区 石ヶ口桑松会

華浦地区 
石ヶ口桑松会

華城地区 西植松会

加見公園　公園内庭一帯
東清流会・西清流会

泉寿会

泉寿会

菊川総合グラウンド
グラウンド内雑草の除去清掃

中清流会
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第28回全国健康福祉祭やまぐち大会

ねんりんピックおいでませ！山口2015
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第28回全国健康福祉祭やまぐち大会

ねんりんピックおいでませ！山口2015
おいでませ！元気な笑顔　ゆめ舞台

「地域文化伝承館」
　各市町老人クラブ連合会グループ活動状況調査結果

調査対象：　19 市町老人クラブ連合会　　26 支部
回 答 数：　16 市町老人クラブ連合会　　13 支部

地域文化伝承館を御存知ですか？ 活　動　分　野

ス テ ー ジ 部 門 実　演　部　門

知っている
9件

名称を聞いた
ことがある
15件

フォークダンス
25件

竹細工
4件

わら細工
2件

陶芸
1件

小物作り
1件

編み物
2件

絵手紙 1件

木工
1件

竹炭
1件

リフォーム
1件

写真
1件コーラス

11件

踊り 2件

太鼓 1件
歌謡 1件日本舞踊 1件

フラダンス 2件

歌 1件

体操 2件
社交ダンス 1件

謡曲 2件

大正琴
1件

ステージ部門
50件

実演部門
15件

知らない
39件

未回答
3件

未回答
1件

合計  66件 合計  66件

小計  50件 小計  15件
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後遺障害保険金は、クラブ活動中のケガに起因する場合のみが対象となります。（後遺障害の程度に応じて、クラブ活動中の死亡・後遺障害保険金額の4％～100％が支払われます。）
手術保険金のお支払額は、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍また入院中は、10倍となります。
往復途上とは、自宅（マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む）を出てから、活動場所までの通常経路を指します。

※注1
※注2
※注3

平成25年10月1日改定

●この広告は老人クラブ傷害保険（老人クラブ団体傷害保険特約付帯普通傷害保険・普通傷害保険）の概要についてご紹介したものです。詳細は、「募集案内チラシ（平成
25年10月1日改定）」「重要事項説明書」「ご加入の際の注意事項」をお読みください。ご不明な点等がありましたら、取扱代理店、引受保険会社までお問い合わせくださ
い。全老連保険係ホームページ（http://www.senior-ltd.com/）でもご確認いただけます。 13－Ｔ－03782  平成25年8月作成

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社  電話番号 03-3597-8768

〈引受幹事保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社  
　            （担当課）医療・福祉法人部  法人第二課  電話番号 03-3515-4144

受付時間 9：30～17：30
〈土、日、祝祭日休〉

FAX番号 03-3597-8767

ケガの
〈平成25年9月1日以降のお申込みから適用〉

03-3597-8770
公　益
財団法人

老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険のご案内
老人クラブ会員の皆さまへ

（注2）

（注1）

（注3）

死亡保険金

後遺障害保険金

（注2）

（注1）

※「総合型」の掛金は、職種級別A（無職、事務職等）の方を対象にしたものです。職種級別B（農林業作業者等）の方は、補償額が変更になりますので、詳細につきましては、取扱代理店も
しくは引受保険会社までお問い合わせください。

91万円 109万円

950円 1,900円

700円 1,400円

217万円
136万円

45万円

194万円

85万円

2,950円 5,900円

2,000円 4,000円

387万円

170万円

死亡保険金

後遺障害保険金

クラブ活動中・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。

45万円

45万円

85万円

85万円

170万円

170万円

45万円 85万円 170万円

45万円 85万円 170万円
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施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉 4 丁目 5-2
電 話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,000 10,000
サービス料込・税別。
送迎は15 名より・有料。

（燃料代、有料道路代金は実費いただきます。）
団体 1,800

(16名以上）
8,500
(15名以上）

かんぽの宿 湯田
〒 753-0064
山口市神田 1-42
電 話　083-922-5226
FAX　083-922-5227

個人 400 500
引き

税込み。割引対象外の日や、プランあり。
1 泊2 食に限る。15 名以上送迎無料。
送迎についてはお気軽にご相談ください。
お申込み時に、老人クラブ会員であること
をお伝えください。

かんぽの宿 光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1279

個人 — 500
引き

税込。1 泊2 食に限る。 日帰りプラン3,000 円以
上の御利用に対して500 円割引。日帰り利用料、
スポーツ施設利用料の20% 割引。
サービス証明書が必ず必要です。（利用時に県老
連より発行）
※サービスは証明書1枚で同伴者全員可能です。

萩たなかホテル
〒 758-0011
萩市越ケ浜 707-10
電 話　0838-25-0001
FAX　0838-24-1111

個人 — 9,000 サービス料・税込。
入湯税別
送迎については、20 人以上は無料（萩市周辺
地域のみ）
御相談ください。団体 — 8,000

(10名以上)

きのえ温泉ホテル
清風館
〒 725-0402
広島県豊田郡大崎上島沖浦 1900
電 話　0846-62-0555
FAX　0846-62-1070

個人 — 10,650
（２名以上）

税込。送迎については2 人以上で無料です。
宿泊は、御利用や1 部屋あたりの御利用人数に
よって料金が異なります。
その他の割引サービス等との併用はできません。
特別営業期間（正月・盆・ゴールデンウィーク）
は料金の変更あり。
お申込み時に、老人クラブ会員であることをお伝えください。
休前日は、2,100 円アップになります。

団体 — 8,550

長崎ブルースカイ
ホテル
〒　852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 — 7,000
サービス料・税込。
送迎については11名以上は長崎駅から
ホテルまでは無料
送迎付プラン有（バス付パック）
11 名~14 名　15,750 円
15 名~20 名　13,650 円
21 名~27 名　15,750 円

団体 — 6,300
(10名以上)

※「憩いの家」指定料金は、一般客に利用料金より、割引きになっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設に直接お問い合わせください。

山口まで送迎付き
各種特典付き
お問い合わせください。

「憩いの家」指定施設
きららシニア山口
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わが町、わがクラブから地域活動デビューしませんか？

★わがクラブに加入すると…

★お問い合わせは…

（　　　　　　　　）がお誘いにうかがいました。

発行／財団法人 山口県老人クラブ連合会［きららシニア山口］事務局
〒753-0072 山口市大手町９番６号　電話（083）924-2838　FAX（083）928-2387 2013年11月１日発行

市・町　老人クラブ連合会　　　支部　　〈愛称 ･･･　　　　　　　　　　　　　〉

【クラブ名】

【お世話係】

【連 絡 先】（　　　　　　　　）　　　　　　　－　　
連絡まってます

※このカードは切り取って御活用ください。

【連 絡 先】（　　　　　　　　）　　　　　　　－　　

★お近くの ･･･

老人クラブに

加入すると…

いきいきとした

シニア・ライフが

実現します！

老人クラブ
加入の
おすすめ

始めよう！
生きる歓びのある暮らし。

１．地域に新しい仲間ができます。
地域の中での同世代の仲間づくりはもちろん、いろ
いろな世代と交流ができます。

２．健康の保持・増進になります。
寝たきりゼロ運動やシニアスポーツ等への参加を通じ
て、健康の保持・増進ができます。

３．知識や経験を生かし、新しい能力の発揮が
できます。
地域の伝承文化を若い世代に伝えたり、これまで蓄え
てきた知識や経験、新しい学習能力等を生かす機会が
増え、自己実現につながります。

４．社会活動への参画と貢献ができます。
地域環境の美化や在宅福祉の向上にむけて行われる
様々なボランティア活動を通じて、地域の社会活動へ
の参画と貢献ができます。

５．心のやすらぎ、充実感が得られます。
地域に多くの仲間ができることで孤独感がなくなり、
活動を通じて満足感や充実感など多くの精神的な歓び
を味わうことができます。


